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【背景・目的】

【得られた成果】

【成果の応用範囲・留意点】

・「山梨らしさ」の総合的な取りまとめはこれからの作業となる．

・提案プロダクトの具体的な利用（量産化）には、設計上の検討が必要となる箇所がある．

地域や地場産品のブランディングが盛んになっている中，本県の地域・地場産品のブランディングをデザインの視点

から推進する新たな取組として本研究を実施した．具体的には，①地域固有のデザイン資源の掘り起こし～コンテン

ツ化とデザインデータベースづくり，②付加価値の源泉となる「山梨らしさ」の構成要素の解明，③「山梨らしさ」

を織り込んだ新たな名産となる地場産品の提案の3点に取り組んだ．

１．地域固有のデザイン資源の掘り起こし～コンテンツ化と

デザインデータベースづくり

２．付加価値を生むローカリティ要素（山梨らしさ）の解明

1-1 郷土資料群「甲州文庫」からのデザインソースの抽出

1-2 デザインデータベース“YAMANASHI DESIGN ARCHIVE”の一般公開

2-1 人文科学面からの調査研究

2-2 感性工学による山梨県のイメージ構造の解明

2-3 深層学習による識別モデルの作成

新しいデザインアーカイブシステムに旧システムから1,123件のデータ
を移行し，さらに，前年度までに取材した店舗等看板文字154件の中か
ら店舗等オーナーに掲載許諾が得られた10件のデータを加え，令和5年
10月27日（金）から一般公開を開始した（図2）．

学芸員と研究員の実見により，主に広告・包装紙・菓子等の袋、玩具な
どに関する資料の中から，特徴的なデザインだと判断される資料を選択
し，661件を2Dスキャンニングによりデジタルデータ化した（図1）．

現在の「山梨」を表すモチーフについて，小中学生による絵画作品
1,133点を事例として分析を行った（図3）．これまでの 研究内容をまと
め、「山梨らしさ」を表す6つのキーワードを挙げた。これらは従来言
われてきた「山梨観」とは全く異なる結果となった（図4）．

画像の「山梨らしさ」を評価するAIの作成に取り組んだ．学習用の画像
素材を4,800枚に増加（昨年度120枚）し，反復学習を行うことにより、
人間が行う評価に近い評価をするAIモデルを作成した（図7）．

図1 甲州文庫からデータ化した資料（抜粋）

図2 YAMANASHI DESIGN ARCHIVE

のトップ画面

図4 「山梨らしさ」を表す6つのキーワード

本県の風景画像を用いたイメージ調査結果に対して行った因子分析結果
（図5）から，「山梨らしい」かつ良好なイメージで評価される4つの
キーワードを抽出した（図6）．また、「山梨らしさ」を最大にする風
景構成要素の特定を行った．

３．新たな名産となる新たな地場産品の提案

生活用品の製造に活用されていない県内の製造技術を用い， ①山梨の
生活の中にありそうでなかったもの，②山梨の生活の中に新しい作法を
生み出すことのできるもの，③観光土産品として機能するもの…を満足
するプロダクトの創出をねらいとし、山梨の郷土料理および特産品にち
なんだ製品2点を試作した．

図7 評価AIの作成にかかる学習の流れ

図3 分析に使用した小中学生の絵画（抜粋）

図2 DEDIGN ARCHIVEの画面（抜粋）

図5 「山梨らしさ」を表す6つのキーワード

図6 山梨を好意的に解釈する4つのキーワード
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